A Review：Communication Support Using Music for Children with Autism by Yokouchi, Rie & Sanada, Satoshi
－ 17 －
岡山大学大学院教育学研究科研究集録　第150号（2012）17－23
自閉症児に対する音楽を用いた
コミュニケーション支援に関する研究の動向
横内　理絵　・　眞田　　敏＊
　自閉症児に対する音楽を用いたコミュニケーション支援に関する研究は，介入での音楽の
使用方法に一定の基準がないことや，音楽が複合的要素によって成り立っていることなどに
起因する方法論の問題によって，結果の解釈に限界があることが指摘されている。そこで本
研究では，自閉症児に対してコミュニケーション行動の改善を目指し音楽を用いた研究を概
観し，使用音楽の種類と提示方法が結果におよぼす影響に焦点を当てるとともに，介入効果
の検討方法が研究の内的妥当性に与える影響についても考察を加えることを目的とした。即
興音楽および既成音楽を用いた支援に関し，定量的および定性的検討が行われた研究に分類
して検討を行った結果，音楽的枠組みを活用し，音楽的要素を明確にした実践を行うこと，
さらに，評価点を明確にした定量的分析や，臨機に支援者間の関係性を捉えた定性的検討を
行うことの重要性が示唆された。
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Ⅰ．はじめに
　自閉症児に対する音楽を用いたコミュニケーショ
ン支援では，即興音楽が使用されてきた歴史があ
り，現在でもこれによる支援が中心となっている。
即興音楽による介入では，多くの場合，対象児と支
援者の双方が何らかの楽器を用いて音楽的やり取り
を行うが，その際，支援者は対象児との間に生じる
音楽の旋律的，和声的およびリズム的構成１）を捉
え，それらの要素を反映させた音楽を，対象児に
フィードバックすることによってやり取りを展開さ
せる。その中で，対象児と支援者がこれらの要素を
共有できたとき，音楽的調律の発展や持続が生じる
と考えられる。音楽的調律とは，Starn２）が提唱し
た，他者の感情状態に共鳴して生じた，他者との間
に共有された情動状態を意味する情動調律という用
語から，音楽場面に用いるために新しく創造した言
葉である。この音楽的調律は，支援者が対象児に音
楽に気づくきっかけを与えたり，支援者と関わりを
持とうとする姿勢を育んだりするものであると考え
られ，支援者が対象児の発した表情，視線や音など
全てのものを含めた素材の下に，即興音楽を創造す
ることによって生ずるとされている３）。このように
子どもを中心としたアプローチは，非言語的である
音楽的相互作用を利用しており，これは乳児期母子
関係における相互作用と同質であると考えられてい 
る４）。一方で，この時期の母子関係における，声の
変化，アイコンタクト，表情や体の動きを用いたコ
ミュニケーションは，本質的に音楽的で即興的であ
る５）とされており，また，新生児は人の話すリズ
ムに合わせた体動を示す傾向があり，養育者の固有
の動きから発せられるリズムや和声に同調すること
が明らかにされている６）。
　さて，音楽を用いた介入に関する研究では，実践
に関する内的妥当性について検討することよりも，
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むしろ臨床的に観察された効果の有無に関心が向け
られてきており７），研究結果の解釈には方法論の問
題による限界が存在することが指摘されている８）。
Wheeler ９）は，内的妥当性の検討が困難な理由につ
いて，関連領域の方法論を組み合わせて研究スト
ラテジーをうまく構築できていないことを挙げ，
Elliott10）は，音楽自体が複合的要素で成り立ってい
るものであり，測定可能な要素が明確になりにくい
ことを指摘している。さらに，介入媒体となる音楽
をどのように用いるかは支援者に任されており11），
一定の基準がないことも問題点の一つであると考え
られる。このように，音楽を媒体に対象児と支援者
がやり取りを実施し，その効果を客観的に検討する
ことは必ずしも容易ではない。
　そこで本研究では，自閉症児に対してコミュニ
ケーション行動の改善を目指し，音楽を用いた研究
を音楽的要素に留意しつつ概観し，使用音楽の種類
と提示方法が，結果におよぼす影響に焦点を当てる
とともに，介入効果の検討方法が，研究の内的妥当
性に与える影響についても考察を加えることを目的
とした。
Ⅱ．先行研究の検索
　自閉症児に対して，コミュニケーションの促進を
目標に実践された音楽を用いた介入研究を展望する
ために，国内で公刊された文献は，NII 文献情報ナ
ビゲータ Cinii Articles を使用して「音楽」，「音楽
療法」，「支援」，「コミュニケーション」，「自閉症」，
「発達障害」をキーワードとして文献収集を行っ
た。国外の文献については，文献検索データベー
ス PubMed，ScienceDirect，PsycINFO を用い，
「music」，「music therapy」，「communication」，
「autism」，「pervasive developmental disorder」
をキーワードとして検索を行った。これらの電子検
索に加えて，引用文献による検索も行った結果，自
閉症児を対象にコミュニケーションの促進を目指し
て能動的に音楽を用いた支援を実施した16編の文献
を分析対象とした。なお，本研究では，方法論と介
入効果に焦点を当てて検討を行うため，これらが明
記されていない文献については除外した。
Ⅲ ．自閉症児に対する音楽を用いた支援に関する研
究について
　１．音楽の種類と提示方法
　使用音楽の種類に関しては，即興音楽，既成音楽，
両者を併用したものの３群に分類することができた
（表１～表３）。
　即興音楽を用いた支援に関する5編の文献および，
即興音楽と既成音楽が併用された文献のうち即興
音楽が用いられた部分について，特に音楽の要素
が，目標とした行動を生起させるために有効であっ
たと考えられる３編について以下に記述した。ま
ず，Mahlberg12）は，支援者と対象児が交互に行う
手拍子によるリズムに合わせて数唱したところ，そ
れが強化子となって注意持続の延長と反復的機械的
行動の減少につながったことを報告した。次に，
Bruce13）は，音の休止と音程を活用した即興音楽に
ついて報告しており，対象児が動作を止めると演奏
表１　即興音楽を用いた支援に関する研究
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表２　既成音楽を用いた支援に関する研究
表３　即興および既成音楽を併用した支援に関する研究
をやめ，左足でステップを踏んだ場合は低音の G
を，右足でステップを踏んだ場合は高音の G を伴
奏したところ，対象児は自分の動きによって音楽が
変化することに気づき，笑顔とともにアイコンタ
クトを取り始めたと記述した。さらに，Wimpory 
ら14）は，旋律的構成に基づくものと解釈される音
の強弱を活用した即興的伴奏を行っており，子ども
が母親を回避した場合はデクレッシェンド，接近し
た場合はクレッシェンドというようにハープを用い
て母親の動きに対する子どもの行動を対応させた結
果，アイコンタクトや母親への愛着行動の増加が確
認され，社会的相互作用に好ましい変化があったと
報告した。
　子どもの動作と単一の音楽的要素との因果関係を
明確にした実践的研究は，介入の手続きや効果判定
の視点を具体化することにより，好ましい結果を導
く要因や結果の解釈に有用であると思われる。今後，
このような音楽的要素の影響を明らかにすることを
目指した研究を集積することによって，各々の音楽
的要素と目標とする行動の対応が明らかにできるも
のと思われる。
　次に，既成音楽を用いた支援に関する８編および，
即興音楽と既成音楽が併用された文献のうち既成音
楽が用いられた部分について，音楽的枠組みと目標
とした行動の生起との関連性が十分に記述されてい
る３編について以下に記述した。まず，河本15）は，
歌遊びや楽器演奏を通じて周りに合わせる活動を行
い，同じ旋律の繰り返しによって，子どもに次の行
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動を予測させることができ，曲の始点と終点が明確
な場合，注意や必要な動作が持続し，集団の中で音
を合わせることや活動に積極的に参加する態度が改
善したことを報告した。次に，Finnigan ら16）は，
支援者がギターを用いて対象児に簡単な旋律を歌い
かける支援を実施したところ，使用した歌の歌詞に
合わせて，対象児に目標とする行動の生起を促進さ
せる言語プロンプトを与えたこと，聞き覚えのある
旋律が対象児の動機を維持させたことによって，ア
イコンタクト，模倣および順番交替のような社会的
行動が促進されたことを報告し，対象児にとって好
ましい結果をもたらしたことが示唆された。さらに，
Wimpory ら17）は，既成曲が繰り返しのフレーズや
韻をふむ特徴を持っていることに注目し，これらを
活用することによって，子どもに支援者の動きの順
序性やタイミングを予測させ，行動の生起を促すた
めの介入を行い，アイコンタクトや模倣などの社会
性に改善が見られたことを報告した。
　旋律が繰り返されること，韻を踏んでいることや
曲の始点や終点が明確であるなどといった既成曲の
表４　介入効果について定量的検討を行った研究
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表５　介入効果について定性的検討を行った研究
特徴は，子どもに提示する活動の枠組みとなるもの
であり，目標とする行動を生起させるための手がか
りを与える点にあると思われる。音楽的枠組をもつ
既成曲の安定性は，予測不可能な日々の生活に容易
に順応することが難しい子どもにとって，適応性を
促進することが示唆されており18），他者とのやり取
りが成立困難な子どもにとっても，やり取りの基礎
を経験する機会になると考えられる。評価の観点か
らは，既成曲を用いた介入は再現性に優れ，その効
果判定は客観的かつ定量的に示されやすいと考えら
れる。
 
　２．介入効果を検討する方法について
　介入効果を検討する方法は，定量的検討と定性的
検討に分類することができた（表４，表５）。
　定量的検討が行われた11編の文献のうち，研究デ
ザインや効果を検討する方法が結果の内的妥当性を
高めることにつながったと考えられる２編について
記述した。まず，Edgerton19）が反転デザインを用
い，２名の観察者が時間見本法により既成尺度に基
づくコミュニケーション行動の分析を行った。この
研究では，即興音楽を用いた介入を実施し，反転場
面では既成音楽を使用した。結果は，即興音楽を用
いた介入によってコミュニケーション得点に有意な
差が認められたこと，既成音楽よりも即興音楽で効
果が見られ，対象児にとって有効な介入であったこ
とを報告した。一方で，Kim５）は，コミュニケーショ
ン行動の中でも本質を評価することが困難な感情や
動機に関する分析において，分析対象とする行動に
操作的定義を設け，喜びや共感などの情緒面を音楽
場面と遊び場面の比較において定量的に評価するこ
とを試みた結果，遊び場面に比べて音楽場面でこれ
らに好ましい結果が見られたことを記述した。この
研究では，介入効果の客観性を保障するため，２名
の観察者による徹底した評価を実施したが，これに
かかる手続きは非常に複雑で膨大な時間を要したこ
とを報告した。
　介入効果の定量的検討は，目標とした行動が，介
入によってどの程度増減したかを視覚的に判断する
ことができ，データが数量化されているため複数の
観察者による一致率を求めることや，統計的検討を
行うことによって客観性を保つことが可能であると
考えられる。音楽を用いた支援には多くの変数が複
雑に絡み合っているが20），定量的検討では介入効果
を検討するために適切な研究デザインを設定し，一
定の視点から行動を観察することによって，内的妥
当性を高めることができるものと考えられる。また，
定量的検討を行った場合には，二俣20）が述べてい
るように，得られた研究結果だけでなく，過去に得
られた知見とどのように関連しているのかを考察す
ることもでき，これは音楽を用いた支援に一定の基
準を見出すために重要と考えられる。
　次に，定性的検討が行われた６編の文献のうち，
音楽を用いた介入と，結果をもたらすに至った過程
との関連についての記述が十分な２編について以下
に記述した。まず，Bruce13）は，前述の通り非常に
単純明快な方法を用いて対象児にアプローチを行っ
ているが，評価においては常に音と対象児の動きの
関係性に着目し，伴奏の変化に合わせて支援者を見
たり笑ったりするようになった過程について，支援
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時ごとの様子を簡潔に表記した。次に，正木ら21）は，
活動記録からエピソードを抽出し，これらを音や音
楽に関するエピソードとコミュニケーションに関す
るエピソードに分類した後，それに含まれる対象児
の行動や，対人・対物的な関わりを KJ 法で分類し，
音や音楽を通じた関わりと，コミュニケーションと
の関連について分析しところ，音を通じて他者に気
付く段階や，音を媒体とした他者とのやり取りが成
立するまでの過程を報告した。 
　定性的検討は，目標とする行動が生起するに至っ
た過程やその他の現象との関連を捉えることができ
ると考えられる。このような検討では，対象児に何
らかの変化が起こった場合，対象児と支援者が瞬間
的に共有した音楽を捉えることによって，その空間
にしか存在し得ない音楽を結果として捉えることが
重要であるとの指摘がなされている22）。そのため，
支援の中で対象児がどのような体験をしたのか，音
楽のどのような要素が対象児に変化をもたらしたの
か，支援者との関係性はどのようなものであったの
かといった質的な面に焦点を当てて検討することに
利点があると考えられ，このような効果の検討方法
についての更なる研究が期待される。 
 
Ⅳ．おわりに
　本研究では，自閉症児に対する音楽を用いたコ
ミュニケーション支援に関する研究について，使用
音楽の種類と提示方法および介入効果の検討に焦点
を当てた分析を行った。結果からは各々の研究に関
する利点が示唆されたが，今後，これらの手法を取
り入れた支援の実践とそれに基づく研究の更なる発
展が望まれる。具体的には，見通しの持ちやすい音
楽的枠組みを活用し，子どもの動作と単一の音楽的
要素との関連を明確にした実践を行なうこと，また，
評価点を明確にした定量的分析を行い，臨機に音楽
を通じた子どもと支援者間の関係性を捉えた検討を
行うことが，より有効なコミュニケーション支援に
影響を与えるものと思われる。
１） ケネス・エイゲン（2002）障害児の音楽療法 ノー
ドフ－ロビンズ音楽療法の質的リサーチ．ミネ
ルヴァ書房．
２） Stern D（2000）The interpersonal world of 
the infant：A view from psychoanalysis and 
developmental psychology. Basic Books.
３） Robarts Z（1996）Music therapy for autistic 
children．In C. Trevarthen, et al. Children 
with Autism：Diagnosis and interventions to 
meet their needs. Jessica Kingsley Publishers.
４） Heal Hughes M（1995）A comparison of 
mother–infant interactions and the client–
therapist relationship in music therapy 
sessions. Harwood Academic Publishers.
５） Kim J, Wigram T, Gold C（2009）Emotional, 
motivational and interpersonal responsiveness 
of children with autism in improvisational 
music therapy. Autism 13（4），389-409.
６） Condon W, Sander L（1974）Neonate 
Movement is Synchronised with Adult 
Speech. Science 183, 99-101.
７） 二俣泉，杉山雅彦（1998）発達障害児の音楽療
法の方法論と定式化に関する検討．音楽療法研
究 3，50-56．
８） Ye a w  J（2001）M u s i c  t h e r a p y  w i t h 
children：a review of clinical utility and 
application to special populations. Doctoral 
Research Paper Presented to the Faculty of 
the Rosemead School of Psychology Biolo 
University.
９） Wheeler, B（1995）Music therapy research：
quantitative and qualitative perspectives. 
Barcelona Publishers.
10） Elliott D（1977）Physical effects and motor 
responses to music. Research in Music 
Education 25, 211-221.
11） Bruscia K（1998）Defining music therapy, 
Second Edition. Barcelona Publishers.
12） Mahlberg M（1973）Music therapy in the 
treatment of an autistic child. Journal of 
Music Therapy 10, 189-193.
13） Bruce  S（1973）The use  of  music  in 
establishing communication with an autistic 
mentally rerated child. Journal of music 
therapy 10（4）, 184-188.
14） Wimpory D, Chadwick P, Nash S（1995）
Brief report：musical interaction therapy 
for children with autism：an evaluative case 
study with two-year follow-up. Journal of 
autism and developmental disorders 25（5）, 
541-552.
15） 河本茂美（1999）広汎性発達障害児への音楽療
法－知的機能の高い自閉症児への音楽療法の適
用－．音楽療法研究 4，93-103．
16） Finnigan E, Starr E（2010）Increasing social 
responsiveness in a child with autism. Autism 
14（4）, 321-348.
17） Wimpory  D,  Nash  S（1999）Musica l 
－ 23 －
自閉症児に対する音楽を用いたコミュニケーション支援に関する研究の動向
interaction therapy－therapeutic play for 
children with autism. Child Language 
Teaching and Therapy 15, 17-28.
18） Kim J, Wigram T, Gold C（2008）The effect 
of improvisational music therapy on joint 
attention behaviors in autistic children：
a randomized controlled study. Journal of 
autism and developmental disorders 38, 1758-
1766．
19） E d g e r t o n  C （1 9 9 4） T h e  e f f e c t  o f 
improvisational music therapy on the 
communication behaviors of autistic children. 
Journal of Music Therapy 31（1）, 31-61.
20） 二俣泉（2008）量的指標を用いた事例研究の意
義－応用行動分析の手法から－．日本音楽療法
学会誌 8（1），47-50．
21） 正木由希，鳥越隆士（2003）発達障害児に対す
る音・音楽を通じたコミュニケーション支援の
試み．発達心理臨床研究 9，107-117．
22） 古平孝子（2008）質的事例研究の意義．日本音
楽療法学会誌 8（1），51-60．
23） Stevens E（1969）Music therapy in the 
treatment of autistic children. Journal of 
music therapy winter, 98-104.
24） Braitwaite M, Sigafoos J（1998）Effects 
of social versus musical antecedents on 
communication responsiveness in five 
children with developmental disabilities. 
Journal of music therapy 35（2）, 88-104.
25） 西村優紀美（2002）ある自閉症知的障害児に対
する音楽療法的アプローチ－情緒の安定とコ
ミュニケーションの育成を目指して－．学園の
臨床研究 2，87-92．
26） 蔭山真美子（2001）自閉傾向児に対する発達促
進へのアプローチ－コミュニケーション獲得プ
ロセスにおける音楽諸機能の有効性に関する一
考察－．音楽療法研究 6，53-61．
27） Farmer K（2003）The effect of music 
vs. nonmusic paired with gestures on 
s p o n t a n e o u s  v e r b a l  a n d  n o n v e r b a l 
communication skills of children with 
autism between the ages 1-5. Master's degree 
Presented to the School of music Florida 
state University.
28） 樋口玲子，吉岡恒生（2006）早期療育としての
自閉症児への音楽療法－対人関係性の発達論的
視点から－．治療教育学研究 26，47-56．
29） 中山晶世，堀田和子（1996）音楽療法場面にお
ける自閉症児のコミュニケーション行動の形
成．音楽療法研究 1，44-49．
